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川 内 原 子 力 発電 所 に おけ る Ｅ ＡＬ に つ いて

川内原子力発電所における警戒事態を判断するＥＡＬ(1/2)

１．原子炉停止機能の異常のおそれ（ＡＬ１１）

原子炉の運転中に原子炉保護回路の１チャンネルから原子炉停止信号が発信され，

その状態が一定時間継続された場合において，当該原子炉停止信号が発信された原

因を特定できないこと。

２．原子炉冷却材の漏えい（ＡＬ２１）

原子炉の運転中に保安規定で定められた数値を超える原子炉冷却材の漏えいが起

こり，定められた時間内に定められた措置を実施できないこと。

３．蒸気発生器給水機能喪失のおそれ（ＡＬ２４）

原子炉の運転中に蒸気発生器への全ての主給水が停止した場合において，電動補

助給水ポンプ又はタービン動補助給水ポンプによる給水機能が喪失すること。

４．全交流動力電源喪失のおそれ（ＡＬ２５）

全ての非常用交流母線からの電気の供給が１系統のみとなった場合で当該母線へ

の電気の供給が１つの電源のみとなり，その状態が１５分以上継続すること，又は

外部電源喪失が３時間以上継続すること。

５．停止中の原子炉冷却機能の一部喪失（ＡＬ２９）

原子炉の停止中に１つの残留熱除去系ポンプの機能が喪失すること。

６．使用済燃料貯蔵槽の冷却機能喪失のおそれ（ＡＬ３０）

使用済燃料貯蔵槽の水位が一定の水位まで低下すること。

７．単一障壁の喪失又は喪失のおそれ（ＡＬ４２）

燃料被覆管障壁もしくは原子炉冷却系障壁が喪失するおそれがあること，又は，

燃料被覆管障壁もしくは原子炉冷却系障壁が喪失すること。
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川内原子力発電所における警戒事態を判断するＥＡＬ(2/2)

８．原子炉制御室他の機能喪失のおそれ（ＡＬ５１）

原子炉制御室その他の箇所からの原子炉の運転や制御に影響を及ぼす可能性が生

じること。

９．所内外通信連絡機能の一部喪失（ＡＬ５２）

原子力事業所内の通信のための設備又は原子力事業所内と原子力事業所外との通

信のための設備の一部の機能が喪失すること。

１０．重要区域での火災・溢水による安全機能の一部喪失のおそれ（ＡＬ５３）

重要区域において，火災又は溢水が発生し，安全機器等の機能の一部が喪失する

おそれがあること。

１１．外的事象（自然災害）の発生

（１）大地震の発生

当該原子炉施設等立地道府県において，震度６弱以上の地震が発生した場合。

（２）大津波警報の発令

当該原子炉施設等立地道府県において，大津波警報が発令された場合。

（３）外的事象の発生（自然災害）

当該原子炉施設において新規制基準で定める設計基準を超える外部事象が発生し

た場合（竜巻，洪水，台風，火山等）。

１２． 原子力規制委員会委員長又は委員長代行が警戒本部の設置を判断した場合

その他原子炉施設以外に起因する事象が原子炉施設に影響を及ぼすおそれがあ

ることを認知した場合など委員長又は委員長代行が警戒本部の設置が必要と判断

した場合。

１３．その他原子炉施設の重要な故障等

原子力規制庁オンサイト統括補佐が警戒を必要と認める当該原子炉施設の重要

な故障等が発生した場合。
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川内原子力発電所における施設敷地緊急事態を判断するＥＡＬ(1/5)

１．敷地境界付近の放射線量の上昇（ＳＥ０１）

【政令第４条第４項第１号】

（１）又は（２）のいずれかに該当する場合

（１）「原災法」第１１条第１項の規定により設置された放射線測定設備の一又は二以

上について，ガンマ線で５μSv/h以上の放射線量が検出されたこと。

ただし，落雷のときに検出された場合，又は全ての排気筒モニタ及び原子炉又は

使用済燃料貯蔵槽から放出される放射線を測定するための全てのエリアモニタリン

グ設備により検出された数値に異常が認められないものとして，原子力規制委員会

へ報告した場合は除く。

（２）「原災法」第１１条第１項の規定により設置された放射線測定設備の全てについ

て５μSv/hを下回っている場合において，当該放射線測定設備の一又は二以上につ

いて，ガンマ線で１μSv/h以上を検出したときは，１μSv/h以上を検出した放射線

測定設備における放射線量と原子炉の運転等のための施設の周辺において測定した

中性子線量の合計が５μSv/h以上となったこと。

２．通常放出経路での気体放射性物質の放出（ＳＥ０２）

【政令第４条第４項第２号 通報事象等規則第５条第１項第１号～３号】

当該原子力事業所における原子炉の運転等のための施設の排気筒その他これに類

する場所において，当該原子力事業所の区域の境界付近に達した場合におけるその

放射能水準が５μSv/hに相当するものとして「通報事象等規則」第５条第１項で定

める基準以上の放射性物質が１０分間以上継続して検出されたこと。

３．通常放出経路での液体放射性物質の放出（ＳＥ０３）

【政令第４条第４項第２号 通報事象等規則第５条第１項第１号～３号】

当該原子力事業所における原子炉の運転等のための施設の排水口その他これに類

する場所において，当該原子力事業所の区域の境界付近に達した場合におけるその

放射能水準が５μSv/hに相当するものとして「通報事象等規則」第５条第１項で定

める基準以上の放射性物質が１０分間以上継続して検出されたこと。
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川内原子力発電所における施設敷地緊急事態を判断するＥＡＬ(2/5)

４．火災爆発等による管理区域外での放射線の放出（ＳＥ０４）

【政令第４条第４項第３号イ】

当該原子力事業所の区域内の場所のうち原子炉の運転等のための施設の内部に設

定された管理区域外の場所において，火災，爆発その他これらに類する事象の発生

の際に，５０μSv/h以上の放射線量の水準が１０分間以上継続して検出されたこと。

又は，火災，爆発その他これらに類する事象の状況により放射線量の測定が困難

である場合であって，その状況に鑑み，上記の放射線量の水準が検出される蓋然性

が高い場合。

５．火災爆発等による管理区域外での放射性物質の放出（ＳＥ０５）

【政令第４条第４項第３号ロ】

当該原子力事業所の区域内の場所のうち原子炉の運転等のための施設の内部に設

定された管理区域外の場所において，火災，爆発その他これらに類する事象の発生

の際に，当該場所における放射能水準が５μSv/hの放射線量に相当するものとして，

空気中の放射性物質について｢通報事象等規則｣第６条第２項に定める基準以上の放

射性物質の濃度の水準が検出されたこと。

又は，火災，爆発その他これらに類する事象の状況により放射性物質の濃度の測

定が困難である場合であって，その状況に鑑み，上記の放射性物質の濃度の水準が

検出される蓋然性が高い場合。

６．施設内（原子炉外）臨界事故のおそれ（ＳＥ０６）

【通報事象等規則第７条第２号】

原子炉の運転等のための施設の内部（原子炉の内部を除く。）において，核燃料

物質の形状による管理，質量による管理その他の方法による管理が損なわれる状態

その他の臨界状態の発生の蓋然性が高い状態にあること。

７．原子炉冷却材漏えいによる非常用炉心冷却装置作動（ＳＥ２１）

【通報事象等規則第７条第１号ロ(１)】

原子炉の運転中に非常用炉心冷却装置の作動を必要とする原子炉冷却材の漏えい

が発生すること。

８．蒸気発生器給水機能の喪失（ＳＥ２４）

【通報事象等規則第７条第１号ロ(２)】

原子炉の運転中に蒸気発生器への全ての給水機能が喪失すること。
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川内原子力発電所における施設敷地緊急事態を判断するＥＡＬ(3/5)

９．全交流動力電源の３０分以上喪失（ＳＥ２５）

【通報事象等規則第７条第１号ロ(３)】

全ての交流母線からの電気の供給が停止し，かつ，その状態が３０分以上継続す

ること。

１０．直流電源の部分喪失（ＳＥ２７）

【通報事象等規則第７条第１号ロ(４)】

非常用直流母線が一となった場合において，当該直流母線に電気を供給する電源

が一となる状態が５分以上継続すること。

１１．停止中の原子炉冷却機能の喪失（ＳＥ２９）

【通報事象等規則第７条第１号ロ(５)】

原子炉の停止中に全ての残留熱除去系ポンプの機能が喪失すること。

１２．使用済燃料貯蔵槽の冷却機能喪失（ＳＥ３０）

【通報事象等規則第７条第１号ロ(６)】

使用済燃料貯蔵槽の水位を維持できないこと又は当該貯蔵槽の水位を維持できて

いないおそれがある場合において，当該貯蔵槽の水位を測定できないこと。

１３．格納容器健全性喪失のおそれ（ＳＥ４１）

【通報事象等規則第７条第１号ロ(10)】

原子炉格納容器内の圧力又は温度の上昇率が一定時間にわたって通常の運転及び

停止中において想定される上昇率を超えること。

１４．２つの障壁の喪失又は喪失のおそれ（ＳＥ４２）

【通報事象等規則第７条第１号ロ(12)】

燃料被覆管の障壁が喪失した場合において原子炉冷却系の障壁が喪失するおそれ

があること，燃料被覆管の障壁及び原子炉冷却系の障壁が喪失するおそれがあるこ

と，又は燃料被覆管の障壁若しくは原子炉冷却系の障壁が喪失するおそれがある場

合において原子炉格納容器の障壁が喪失すること。
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川内原子力発電所における施設敷地緊急事態を判断するＥＡＬ(4/5)

１５．原子炉格納容器圧力逃がし装置の使用（ＳＥ４３）

【通報事象等規則第７条第１号ロ(11)】

炉心の損傷が発生していない場合において，炉心の損傷を防止するために原子炉

格納容器圧力逃がし装置を使用すること。

１６．原子炉制御室の一部機能喪失・警報喪失（ＳＥ５１）

【通報事象等規則第７条第１号ロ(７)】

原子炉制御室の環境が悪化し，原子炉の制御に支障が生じること，又は原子炉若

しくは使用済燃料貯蔵槽に異常が発生した場合において，原子炉制御室に設置する

原子炉施設の状態を表示する装置若しくは原子炉施設の異常を表示する警報装置の

機能の一部が喪失すること。

１７．所内外通信連絡機能の全ての喪失（ＳＥ５２）

【通報事象等規則第７条第１号ロ(８)】

原子力事業所内の通信のための設備又は原子力事業所内と原子力事業所外との通

信のための設備の全ての機能が喪失すること。

１８．火災・溢水による安全機能の一部喪失（ＳＥ５３）

【通報事象等規則第７条第１号ロ(９)】

火災又は溢水が発生し，安全機器等の機能の一部が喪失すること。

１９．防護措置の準備及び一部実施が必要な事象発生（ＳＥ５５）

【通報事象等規則第７条第１号ロ(13)】

その他原子炉施設以外に起因する事象が原子炉施設に影響を及ぼすおそれがある

こと等放射性物質又は放射線が原子力事業所外へ放出され，又は放出されるおそれ

があり，原子力事業所周辺において，緊急事態に備えた防護措置の準備及び防護措

置の一部の実施を開始する必要がある事象が発生すること。
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川内原子力発電所における施設敷地緊急事態を判断するＥＡＬ(5/5)

２０．事業所外運搬での放射線量の上昇（ＸＳＥ６１）

【政令第４条第４項第４号 外運搬通報省令第２条第１項，第２項】

火災，爆発その他これらに類する事象の発生の際に，事業所外運搬に使用する容

器から１ｍ離れた場所において，１００μSv/h以上の放射線量が検出されたこと。

火災，爆発その他これらに類する事象の状況により放射線量の測定が困難である

場合であって，その状況に鑑み，上記の放射線量の水準が検出される蓋然性が高い

場合には，当該放射線量の水準が検出されたものとみなす。

（注）事業所外運搬については，原子力災害対策指針表２に記載はない。

２１．事業所外運搬での放射性物質の漏えい（ＸＳＥ６２）

【政令第４条第４項第５号 外運搬通報省令第３条】

火災，爆発その他これらに類する事象の発生の際に，当該事象に起因して，事

業所外運搬に使用する容器から放射性物質が漏えいすること又は当該漏えいの蓋

然性が高い状態にあること。

（注）事業所外運搬については，原子力災害対策指針表２に記載はない。

・「政令」とは，「原子力災害対策特別措置法施行令」をいう。

・「通報事象等規則」とは，「原子力災害対策特別措置法に基づき原子力防災管理者が通報すべき

事象等に関する規則」をいう。

・「外運搬通報省令」とは，「原子力災害対策特別措置法に基づき原子力防災管理者が通報すべき

事業所外運搬に係る事象等に関する省令」をいう。
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川内原子力発電所における全面緊急事態を判断するＥＡＬ(1/4)

１．敷地境界付近の放射線量の上昇（ＧＥ０１）

【政令第６条第３項第１号】

（１）若しくは（２）又は（３）のいずれかに該当する場合

（１）「原災法」第１１条第１項の規定により設置された放射線測定設備が二地点以上

において，又は１０分間以上継続して，ガンマ線で５μSv/h以上が検出されたこと。

ただし，落雷のときに検出された場合，又は全ての排気筒モニタ及び原子炉又は

使用済燃料貯蔵槽から放出される放射線を測定するための全てのエリアモニタリン

グ設備により検出された数値に異常が認められないものとして，原子力規制委員会

へ報告した場合は除く。

（２）「原災法」第１１条第１項の規定により設置された放射線測定設備の全てについ

て５μSv/hを下回っている場合において，当該放射線測定設備の一又は二以上につ

いて，ガンマ線で１μSv/h以上を検出したときは，１μSv/h以上を検出した放射線

測定設備における放射線量と原子炉の運転等のための施設の周辺において測定した

中性子線量の合計が１０分間以上継続して５μSv/h以上となったこと。

（３）所在都道府県知事又は関係都道府県知事がその都道府県の区域内に設置した放射

線測定設備であって，「原災法」第１１条第１項の放射線測定設備の性能に相当す

る性能を有するものが，二地点以上において，又は１０分間以上継続して，ガンマ

線で５μSv/h以上が検出されたこと。

ただし，落雷のときに検出された場合は除く。

２．通常放出経路での気体放射性物質の放出（ＧＥ０２）

【政令第６条第４項第１号 通報事象等規則第１２条第１項】

当該原子力事業所における原子炉の運転等のための施設の排気筒その他これに類

する場所において，当該原子力事業所の区域の境界付近に達した場合におけるその

放射能水準が５μSv/hに相当するものとして「通報事象等規則」第５条第１項で定

める基準以上の放射性物質が１０分以上継続して検出されたこと。

３．通常放出経路での液体放射性物質の放出（ＧＥ０３）

【政令第６条第４項第１号 通報事象等規則第１２条第１項】

当該原子力事業所における原子炉の運転等のための施設の排水口その他これに類

する場所において，当該原子力事業所の区域の境界付近に達した場合におけるその

放射能水準が５μSv/hに相当するものとして「通報事象等規則」第５条第１項で定

める基準以上の放射性物質が１０分間以上継続して検出されたこと。

４．火災爆発等による管理区域外での放射線の異常放出（ＧＥ０４）

【政令第６条第３項第２号】

当該原子力事業所の区域内の場所のうち原子炉の運転等のための施設の内部に設

定された管理区域外の場所において，火災，爆発その他これらに類する事象の発生

の際に，５mSv/h以上の放射線量の水準が１０分間以上継続して検出されたこと。

又は，火災，爆発その他これらに類する事象の状況により放射線量の測定が困難

である場合であって，その状況に鑑み，上記の放射線量の水準が検出される蓋然性が高い場合。
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川内原子力発電所における全面緊急事態を判断するＥＡＬ(2/4)

５．火災爆発等による管理区域外での放射性物質の異常放出（ＧＥ０５）

【政令第６条第４項第２号】

当該原子力事業所の区域内の場所のうち原子炉の運転等のための施設の内部に設

定された管理区域外の場所において，火災，爆発その他これらに類する事象の発生

の際に，当該場所における放射能水準が５００μSv/hの放射線量に相当するものと

して，空気中の放射性物質について「通報事象等規則」第６条第２項に定める基準

の１００倍以上の放射性物質の濃度の水準が検出されたこと。

又は，火災，爆発その他これらに類する事象の状況により放射性物質の濃度の測

定が困難である場合であって，その状況に鑑み，上記の放射性物質の濃度の水準が

検出される蓋然性が高い場合。

６．施設内（原子炉外）での臨界事故（ＧＥ０６）

【政令第６条第４項第３号】

原子炉の運転等のための施設の内部（原子炉の本体の内部を除く。）において，

核燃料物質が臨界状態（原子核分裂の連鎖反応が継続している状態をいう。）にあ

ること。

７．原子炉停止の失敗又は停止確認不能（ＧＥ１１）

【通報事象等規則第14条第１号ロ(１)】

原子炉の非常停止が必要な場合において，制御棒の挿入により原子炉を停止する

ことができないこと又は停止したことを確認することができないこと。

８．原子炉冷却材漏えい時における非常用炉心冷却装置による注水不能（ＧＥ２１）

【通報事象等規則第14条第１号ロ(２)】

原子炉の運転中に非常用炉心冷却装置の作動を必要とする原子炉冷却材の漏えい

が発生した場合において，全ての非常用炉心冷却装置による当該原子炉への注水が

できないこと。

９．蒸気発生器給水機能喪失後の非常用炉心冷却装置注水不能（ＧＥ２４）

【通報事象等規則第14条第１号ロ(３)】

原子炉の運転中に蒸気発生器への全ての給水機能が喪失した場合において，全て

の非常用炉心冷却装置による当該原子炉への注水ができないこと。

１０．全交流動力電源の１時間以上喪失（ＧＥ２５）

【通報事象等規則第14条第１号ロ(５)】

全ての交流母線からの電気の供給が停止し，かつ，その状態が１時間以上継続す

ること。
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川内原子力発電所における全面緊急事態を判断するＥＡＬ(3/4)

１１．全直流電源の５分以上喪失（ＧＥ２７）

【通報事象等規則第14条第１号ロ(６)】

全ての非常用直流母線からの電気の供給が停止し，かつ，その状態が５分以上継

続すること。

１２．炉心損傷の検出（ＧＥ２８）

【通報事象等規則第14条第１号ロ(７)】

炉心の損傷の発生を示す原子炉格納容器内の放射線量又は原子炉容器内の出口温

度を検知すること。

１３．停止中の原子炉冷却機能の完全喪失（ＧＥ２９）

【通報事象等規則第14条第１号ロ(８)】

蒸気発生器の検査その他の目的で一時的に原子炉容器の水位を下げた状態で，当

該原子炉から残留熱を除去する機能が喪失し，かつ，燃料取替用水貯蔵槽からの注

水ができないこと。

１４．使用済燃料貯蔵槽の冷却機能喪失・放射線放出（ＧＥ３０）

【通報事象等規則第14条第１号ロ(９)】

使用済燃料貯蔵槽の水位が照射済燃料集合体の頂部から上方２メートルの水位ま

で低下すること，又は当該水位まで低下しているおそれがある場合において，当該

貯蔵槽の水位を測定できないこと。

１５．格納容器圧力の異常上昇（ＧＥ４１）

【通報事象等規則第14条第１号ロ(４)】

原子炉格納容器内の圧力又は温度が当該格納容器の設計上の最高使用圧力又は最

高使用温度に達すること。

１６．２つの障壁の喪失及び１つの障壁の喪失又は喪失のおそれ（ＧＥ４２）

【通報事象等規則第14条第１号ロ(11)】

燃料被覆管の障壁及び原子炉冷却系の障壁が喪失した場合において，原子炉格納

容器の障壁が喪失するおそれがあること。
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川内原子力発電所における全面緊急事態を判断するＥＡＬ(4/4)

１７．原子炉制御室の機能喪失・警報喪失（ＧＥ５１）

【通報事象等規則第14条第１号ロ(10)】

原子炉制御室が使用できなくなることにより，原子炉制御室からの原子炉を停止

する機能及び冷温停止状態を維持する機能が喪失すること又は原子炉施設に異常が

発生した場合において，原子炉制御室に設置する原子炉施設の状態を表示する装置

若しくは原子炉施設の異常を表示する警報装置の全ての機能が喪失すること。

１８．住民の避難を開始する必要がある事象発生（ＧＥ５５）

【通報事象等規則第14条第１号ロ(12)】

その他原子炉施設以外に起因する事象が原子炉施設に影響を及ぼすこと等放射性

物質又は放射線が異常な水準で原子力事業所外へ放出され，又は放出されるおそれ

があり，原子力事業所周辺の住民の避難を開始する必要がある事象が発生すること。

１９．事業所外運搬での放射線量の異常上昇（ＸＧＥ６１）

【政令第６条第３項第３号】

火災，爆発その他これらに類する事象の発生の際に，事業所外運搬に使用する容

器から１ｍ離れた場所において，１０mSv/h以上の放射線量が検出されたこと。

火災，爆発その他これらに類する事象の状況により放射線量の測定が困難である場合

であって，その状況に鑑み，上記の放射線量の水準が検出される蓋然性が高い場合には，

当該放射線量の水準が検出されたものとみなす。

（注）事業所外運搬については，原子力災害対策指針表２に記載はない。

２０．事業所外運搬での放射性物質の異常漏えい（ＸＧＥ６２）

【政令第６条第４項第４号 外運搬通報省令第４条】

火災，爆発その他これらに類する事象の発生の際に，当該事象に起因して，放射

性物質の種類に応じ，「外運搬通報省令」第４条に規定する量の放射性物質が事業所

外運搬に使用する容器から漏えいすること又は当該漏えいの蓋然性が高い状態にあ

ること。

（注）事業所外運搬については，原子力災害対策指針表２に記載はない。
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方　位
距　離
（㎞）

1 北 約34 長島町 川床コミュニティ運動場 県道47号，（国道389号） 長島町，阿久根市

2 北北西 約36 長島町 長島町城川内運動場 国道389号，（県道47号） 長島町，阿久根市

3 北北西 約36 長島町 サンセット長島下の広場 国道389号，（県道47号） 長島町，阿久根市

4 北北東 約32 出水市
出水市総合運動公園

及び出水市総合体育館
国道328号，（国道３号，
国道447号）

出水市，阿久根市，
薩摩川内市

5 北北東 約32 出水市 北薩地域振興局出水支所
国道447号，（国道３号，
国道328号）

出水市，阿久根市，
薩摩川内市

6 東北東 約35 さつま町 薩摩総合運動公園
国道504号，（国道267
号）

さつま町，薩摩川内市

7 東北東 約26 さつま町 宮之城総合運動公園 国道328号 さつま町，薩摩川内市

8 東北東 約28 さつま町 柏原グラウンド
国道267号，（国道504
号）

さつま町，薩摩川内市

9 西 約31 薩摩川内市 中甑漁港 県道348号 薩摩川内市

10 西 約30 薩摩川内市
県道348号線

（上甑町中野地区）
県道348号 薩摩川内市

11 東南東 約36 姶良市 姶良市蒲生体育館 県道42号
姶良市，薩摩川内市
さつま町

12 東南東 約38 姶良市 県森林技術総合センター 県道42号
姶良市，薩摩川内市
さつま町

13 南　東 約28 日置市 伊集院総合運動公園 国道３号，県道24号， 日置市，薩摩川内市

14 南　東 約32 日置市
日置市総合体育館及び

日置市中央公民館
県道37号，（県道24号，
国道３号）

日置市，薩摩川内市

15 南南東 約32 日置市 日吉総合体育館 県道37号，（国道270号）
日置市，薩摩川内市
いちき串木野市

16 南南東 約38 日置市 日置市吹上浜公園体育館 国道270号
日置市，薩摩川内市
いちき串木野市

17 南南東 約39 日置市 日置市吹上中央公民館 国道270号
日置市，薩摩川内市
いちき串木野市

18 南南東 約41 日置市 県立農業大学校 国道270号
日置市，薩摩川内市
いちき串木野市

19 東南東 約34 鹿児島市
鹿児島市

郡山総合運動公園
国道328号，県道36号，
県道40号

日置市，薩摩川内市
いちき串木野市

20 東南東 約35 鹿児島市 松元平野岡運動公園 県道24号
日置市，薩摩川内市
いちき串木野市

21 南　東 約44 鹿児島市 県立サッカー・ラグビー場
指宿スカイライン，（南九
州西回り自動車道）

いちき串木野市，日置市
薩摩川内市

計 ２１箇所

避難退域時検査場所 候補地

№

川内原発からの
所　在
市町村

施　設　名 交通アクセス等 検査対象市町
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車椅子利用者の避難退域時検査

 車椅子利用者の避難退域時検査では、健康状態や安全に十分配慮し、無理な

下車や体位変換は求めず、以下の部位に関して検査を行う。

①指定箇所検査

頭部・顔面、手指および掌、靴底に加え、全てのタイヤを検査する。

自力で下肢の挙上ができない場合には、足関節部等を持って軽く足を浮かせ

て検査を行う。

車椅子利用者の指定箇所検査（参考）

頭部・顔面

手指・掌

靴底

全ての

タイヤ

自力で下肢の挙上ができない場合の靴

底検査の方法（例）

※足関節部等の補助は検査者以外（介助

者や記録員等）が行う。ただし、その

場合はゴム手袋等を着用する。使用し

たゴム手袋等は、汚染物として所定の

ゴミ箱へ廃棄する。

②確認検査

車椅子利用者に対しては、常時車椅子に接触している背部・臀部・下肢背面

（屈側）以外の体の全面を検査する。

車椅子も同様に、体に常時接触している箇所の検査は不要とし、手すり、足

置き、駐車用ブレーキレバー、介助者が持つグリップ、車椅子背面部等の検査

を行う。
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車椅子利用者の確認検査（参考）

車椅子

利用者

車椅子に常時接触してい

る部分を除く全てを検査

※指定箇所検査で検出さ

れた箇所を含む。

車椅子

正面

手すり部分

足置き部分

車椅子

側面

グリップ部分

ブレーキレバー部分

※指定箇所検査で検出さ

れた箇所を含む。

車椅子

背面

背面部分
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生 物 学 的 試 料 採 取 の 手 引 き
汚染の有無の確認や被ばく量の評価等のため、必要な場合は、血液、尿、便等の生物学的試料

を採取する。採取試料、使用資機材、採取方法等は以下のとおりとする。

採取検体には、傷病者の指名、採取部位、採取日時を記録する。

なお、緊急医療時に採取された試料はすべて保管し、許可なく廃棄してはならない。

採 取 試 料 使 用 資 機 材 備考

口腔・鼻腔・耳腔

皮  膚

綿棒・スミア濾紙

ビニール袋

毛髪・爪 小シャーレ・ビニール袋

血  液 ディスポシリンジ 

採血管 

HLAタイピング用が必要な場合は

EDTA採血管（採血量約10ml必要）

通常の検査項目; 

CBC（含：白血球分画）血

清アミラーゼ 

尿 プラスティック容器(2,000ml)

便 広口プラスティック容器

(もしくはポータブル便器)

（１） 採血の実際

リンパ球数、好中球数、血小板数の推移は被ばくの程度の推定に有効。またアミラーゼ（唾液

腺由来）も有用。その他全身検索に必要な項目とともに、来院時すぐにベースラインのデータと

して採血を行う。採血時間を明記すること。その後ARS（acute radiation syndrome：急性放射線症

候群）の可能性がある場合には、６～１２時間ごとに採血を行う。さらに、血液幹細胞移植の適

応となる可能性に備えてＨＬＡタイピングのために採血を行う。（末梢血１０ｍＬ、ＥＤＴＡ採

血管）線量評価のために染色体分析を行う場合は、被ばく２４時間後（直後ではなく）頃に採血

を行う。（末梢血１０ｍＬ、ヘパリン入り容器）検体は４℃に保存し長崎大学等に輸送する。空

輸の場合はＸ線照射禁止と明示する。

（２） 生体以外の試料

高線量被ばくが疑われる場合には、特にボタン（貝）、ベルト(皮革)、めがね、避難時に口に

当てていたハンカチ等は線量評価に重要なので、密封できるビニル袋等名前、採取日時を表記し

て保存する。
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創 傷 部 除 染 の 手 引 き
１．除染の原則

除染方法はまず刺激の少ない方法を行い、汚染検査を実施しながら徐々に強い

方法を用いて行う。

過度な洗浄やブラッシングによって擦過傷や炎症を起こさないように十分注意

する。

２．創傷部の除染

滅菌生理食塩水で洗浄するので、準備として必ず穴あき覆布、紙おむつなどを

敷いて、除染に用いた水の飛散や流れ落ちによる汚染の拡散を防止する。

ａ．第一段階

生理食塩液で濡らしたガーゼで汚染部を拭き取る。

ｂ．第二段階

５００mL生理食塩液に輸液ルート、３方

活栓をつける。先端に１８G留置針の外筒を

つける。３方活栓に５０mLのディスポ注射 

器を付けパンピングの要領で生理食塩液を

創内に強く噴射する。飛散する洗浄水はガー

ゼ等で吸収する。５００mLを１～２本用い 

て洗浄後、残存汚染の程度の確認検査をする。 

ｃ．第三段階

汚染が残存している場合、ガーゼ等で汚染部をぬぐい、そのガーゼの汚染検

査を行う。ガーゼに汚染が移行するようであれば、もう一度洗浄を繰り返す。

ガーゼに汚染が移行しない場合、固着した汚染と考えられるため、創部を創傷

保護フィルム等で養生して入院、他疾患への対応、高度被ばく医療支援センタ

ーへの搬送等に進んでも良い。

創に高線量の汚染が残る場合は、局所麻酔下にデブリードメントを行う。組

織内に放射性物質を押し込まないように除染のできている部位から刺入して局

所麻酔を行う。
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二次被ばくに関する目安レベル 

レベル 時間 
線源から 

10cm の線量率 
搬送機関 医療機関 

4 防護専門家の 

応援要請 

0.1mSv/h 

を超える 

汚染拡大防止 汚染拡大防止 
3 10 時間 0.1mSv/h 以下 

2 100 時間 0.01mSv/h 以下 

1 1000 時間 0.001mSv/h 以下 

0 
無制限 

線量率計では 

バックグラウンド スタンダード

プレコーション

限定的 

汚染拡大防止 

- 汚染なし 通常業務 

注：１）線量率は、一次除染後に汚染部位を覆い、搬送用のカバーを掛けたあとで線源（汚染）部位から 10cm の距

離で測定します。

２）時間は、搬送機関や被ばく医療機関に引き渡した時点から計測します。

３）原子力施設等で起こる労災事故の場合、レベル１を超える汚染は極めて起こりにくいです。

４）レベル０は、ＧＭサーベイメータの測定値がバックグラウンドを超えますが線量率計ではバックグラウンド

レベルです。搬送関係者や医療スタッフに実質的な被ばくはないとしてよいです。極めて微量な汚染です。

５）緊急作業時の線量限度は法令で 100mSv と定められています。

６）通常の管理状態における放射線業務従事者の年限度は最大 50mSv です。

７）公衆の年限度は 1mSv です。なお、我々は自然放射線を年平均 2.4mSv(内部被ばく含めて 0.00027mSv/h の

線量率）受けています。

８）搬送関係者や医療スタッフは、必ず個人線量計を装着しなければなりません。

c m 2

1m
Sv /h

1 0 0    Sv /h

μ

10    Sv /h

L e ve l L e ve l L e ve l L e ve l
1 2 3 4

6 0 C o                                B q /c m 2汚 染 密 度

汚
染
面
積

μ1    Sv /h
μ0 .1    Sv /h

μ

L e ve l 0

1 0 2 1 0 4 1 0 6 1 0 8
1

1 0

1 0 0

1 0 0 0
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健康相談Ｑ＆Ａ対応例（基礎知識） 

分類 番号 質問等 対応例

放
射
線
の
基
礎
知
識

1 

放射線，放射能，放

射性物質は，何が違

うのですか。

・「放射線」は物質を透過する力を持った光線に似た

もので，α（アルファ）線，β（ベータ）線，γ（ガ

ンマ）線，X（エックス）線，中性子線等がありま

す。

・放射線を出す力を「放射能」といい，この能力をも

った物質を「放射性物質」といいます。

2 

放射線に関する単位

には，どのようなも

のがありますか。

・放射性物質が放射線を出す能力や被ばくの程度を表

すにはベクレル（Bq）やシーベルト（Sv）等の単

位が用いられます。

・ベクレル（Bq）は放射能の強さの単位で，シーベ

ルト（Sv）は人が受ける放射線被ばく線量の単位で

す。

3 

一般の環境にある放

射線は，測れるので

すか。

・放射線は，目に見えない，音がしないので聞こえな

いなど，人の五感で直接感じることはできません

が，サーベイメータなどの測定器を用いることで測

ることができます。

・放射線を測る場合，α（アルファ）線，β（ベータ）

線，γ（ガンマ）線など，測りたい放射線の種類や

測るもの（放射線量か汚染状況かなど）に合った測

定器を正しく選んで測る必要があります。

放
射
線
に
よ
る
被
ば
く

4 

外部被ばくと内部被

ばくは，どう違うの

ですか。

・「外部被ばく」は，体の外（の放射線源）から放射

線を受けることです。

・「内部被ばく」は，体の中に取り込んだ放射性物質

から放射線を受けることです。

・「外部被ばく」でも「内部被ばく」でも，シーベル

ト（Sv）で表す数値が同じであれば，人体への影響

は同じと見なされます。
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放
射
線
に
よ
る
被
ば
く 

5 

内部被ばくの特徴

は，どのようなもの

ですか 

・内部被ばくの特徴として，放射性核種によって特定

の臓器に集まりやすいことがあります。特定の臓器

についてはこちら＊をご参照ください。 

＊放射線による健康影響等に関する統一的な基礎

資料 上巻第 2 章 32 ページ 

・しかし，体内に取り込まれた放射性物質は代謝によ

って体外に排出されます，代謝によって放射性物質

が半減する時間を生物学的半減期と呼びます。内部

被ばくでは物理学的半減期だけでなく生物学的半

減期についても考慮します。 

・内部被ばくは，体内から放射線を浴びるため全ての

放射線，特にα（アルファ）線について考慮する必

要があります。 

6 

一度体内に取り込ま

れた放射性ヨウ素

は，どうなるのでし

ょうか 

・体内に取り込まれた放射性ヨウ素は，まず血液中に

入ります。そのうち 10〜30％が甲状腺に蓄積され

ますが，その割合はもともと甲状腺に蓄積していた

放射性でないヨウ素の摂取量に左右されます。 

・甲状腺に取り込まれた放射性ヨウ素は時間が経つと

減衰すると共に，体内からも排出されます。80 日

目には放射線を出す能力が 1000 分の 1 以下とな

り，ほとんど検出されなくなります。 

7 

シーベルト（㏜）と

いう単位について教

えてください。 

・シーベルト（Sv）という単位を使う数量はいろいろ

ありますが，共通しているのは放射線の人体への影

響に関連づけられた数値ということです。 

・シーベルト（Sv）で表した数値が大きいほど，人体

が受ける放射線の影響を生じる可能性が高くなる

ことを意味します。 

・どのような影響が現れるかは，被ばくのしかたや放

射線の種類の違い等によって異なります。 

・いかなる被ばくでも同じシーベルト（Sv）という単

位で表すことにより，人の健康への影響の大きさの

比較ができるようになります。 
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放
射
線
に
よ
る
健
康
影
響

8 

確定的影響と確率的

影響の違いはなんで

すか。

・確定的影響とは，大量の放射線を浴びることで細胞

死が起こり，組織や臓器の機能喪失や形態異常が起

こることです。 

・確率的影響とは，細胞の突然変異により発生する影

響です。 

・確定的影響にはしきい線量※があり，確率的影響に

はしきい線量はありません。

※しきい線量：これ以上放射線を浴びると症状が現れ，

これ未満では症状が現れないという線量のこと。

放
射
線
に
よ
る
健
康
影
響

9 

放射線は，人体にど

のような影響を与え

るのですか。

・人体は放射線を受けると，そのエネルギーにより細

胞の中の DNA（遺伝子）の一部に損傷を受けます。

しかし，生物には DNA の損傷を修復する仕組みが

備わっており，ほとんどの細胞は修復され元に戻り

ます。 

・一度に大量の放射線を受けると，細胞死が多くなり，

細胞分裂が盛んな組織に急性の障害が起こる等の

健康影響（確定的影響）が生じます。 

・受けた放射線の量が急性の障害等が起こらない量で

あった場合でも，まれに修復が完全でない細胞が増

殖して，がん等の健康影響（確率的影響）が生じる

ことがあります。

10 
被爆の影響は遺伝し

ますか。

ヒトでは被ばくの影響が遺伝することは確認されて

いません。原爆被爆者二世の健康影響調査でも，影響

は認められていません。

11 

被ばくしたときは，

どのような症状が現

れるのでしょうか。

・被ばくによる影響は，確定的影響と確率的影響があ

ります。 

・確定的影響とは，一定限度を超えた放射線を被爆し

た場合にのみ出現する可能性がある障害で，不妊，

白血球やリンパ球の減少，皮膚障害，白内障など

様々なものがあります。それぞれの症状毎に限度と

なる被ばく線量（しきい線量）は決まっています。 

・これに対して，確率的影響とはそのような被ばく線

量が知られていないものであり，がんや白血病に係

る確率が高くなるなどの可能性があります。
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放
射
線
に
よ
る
健
康
影
響 

12 

原子力発電所の事故

によって大気中に放

出された放射性物質

は，人体にどのよう

な影響があります

か。被ばくした量と

の関係，特に 100 ミ

リシーベルト（ｍ㏜）

の意味について教え

てください。 

・大気中に放出された放射性物質による放射線被ばく

の影響は，受けた放射線の量に依存します。 

・受けた線量が高いほど数年後から数十年後にがんに

なる危険性が髙まると考えられています。 

・原爆被爆者を主とした疫学調査では，100 ミリシー

ベルト（mSv）以上の線量では，線量が髙いほどが

ん死亡が増加することが確認されていますが，100 

ミリシーベルト（mSv）以下の線量では，放射線に

よりがん死亡が増えることを示す明確な証拠はあ

りません。 

13 

原子力災害が発生し

た場合，飲用井戸水

にも放射能の影響が

でるのでしょうか。 

・放射性セシウムは，特定の粘土鉱物に強く吸着する

性質があるため，ほとんどが土壌表層部にとどま

り，飲料用井戸水を取水する地下深くまで浸透する

ことはないと考えられています。 

・しかし，激しい雨等によって表層土壌が井戸に直接

流れ込む場合には注意が必要です。 

・東京電力福島第一原子力発電所事故に関しては，飲

用井戸水にはほとんど影響がありませんでした。 

食
品
中
の
放
射
性
物
質 

14 

放射性セシウムが溜

まりやすい食品はあ

りますか。 

・一般の農作物で極端に放射性セシウムを蓄積する種

類は知られていません。 

・ただし，きのこや山菜の一部はセシウムを吸収しや

すいことが知られています。 

・水産生物は，放射性セシウムをカリウムなどの他の

ミネラル類と区別できないため，環境（海水・淡水）

や餌から体内に取り込み，徐々に排出します。淡水

魚では，海産魚に比べて放射性セシウムの排出に要

する時間が長いことが知られています。 

・放射性セシウムの場合，体内に取り込まれても代謝

により排出されるため，生物濃縮の程度は一般的に

あまり大きくありません。 
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そ
の
他

15 

避難指示の基準はど

のように定めるの

か。

・国際放射線防護委員会（ＩＣＲＰ）では，原発事故

等の緊急時の対策について，各国政府は，年間 20

～100 ミリシーベルト（ｍ㏜）の範囲で，それぞれ

の国や事故により被災した現地が置かれている状

況を総合的に考慮して避難指示の基準を決定する

ように勧告しています。

・チェルノブイリ原発事故においては，事故直後は年

間 100 ミリシーベルト（ｍ㏜）を避難基準として採

用したのに対し，東京電力福島第一原子力発電所事

故においては，日本政府は，住民の安心を最優先し，

事故直後から年間 20 ミリシーベルト（ｍ㏜）と最

も厳しい値で避難指示の基準として採用していま

す。
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健康相談Ｑ＆Ａ対応例（事故発生時） 

 

分類 番号 質問等 対応例 

被
ば
く 

1 

事故時に外にいたの

ですが，身体への放

射線の影響は大丈夫

ですか。 

・当日の場所，時間の確認 

・そちらの地区は，風向きが○○の風なので事故によ

る放射線の影響はないと思われます。 

・その時間帯でしたら，まだ，放射性物質の放出はあ

りませんので，大丈夫だと思われます。 

・△△時頃その地区に居られたのであれば，衣服など

に放射性物質が付着している可能性があります。放

射性物質の身体等の付着については専門の検査機

器で測定するとわかります。放射線の量により身体

への影響は違いますが，かなり沢山の放射線量を受

けないと影響はでないことが分かってます。ご心配

な場合は，救護所（又はサーベイできる機関）でご

相談ください。 

2 

事故当日に車で付近

を通過したのです

が，被ばくはしてい

ないでしょうか。 

・当日の場所，時間の確認 

・そちらの地区は，風向きが○○の風なので事故によ

る放射線の影響はないと思われます。 

・その時間帯でしたら，まだ，放射性物質の放出はあ

りませんので，大丈夫だと思われます。 

・窓を閉めていたのであれば，車内に放射性物質が入

る可能性は低いので，大丈夫だと思われます。 

・その付近を窓を開けて通過したのであれば，放射性

物質が付着している可能性がありますので，お近く

の救護所（又はサーベイができる機関）でご相談く

ださい。 
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被
ば
く 

3 

妊婦です。お腹の赤

ちゃんへの影響はな

いでしょうか。 

・現在の週数，体調を確認。 

・お腹の赤ちゃんが，かなり強い放射線の影響を受け

ないと，異常が見つかっていないことが分かってい

ます（100 ミリシーベルト以上）。 

・お母さんが動揺するとお腹の赤ちゃんにも不安が影

響しますので，まずはお母さんが落ち着いて，テレ

ビやラジオ等の情報をきちんと聞いて対応するこ

とが大切です。 

・屋内退避や避難指示のない地区では，安心されてい

いと思います。 

・屋内退避地区の場合，ご心配であれば，まずは電話

で主治医の先生に相談されてください。 

4 

事故後に身体の調子

が悪い（熱，嘔気・

嘔吐，頭痛など）の

ですが，放射線との

関係があるのでしょ

うか。 

・被ばくによってそのような影響が起こらないとは限

りませんが，基本的には通常の数百から数千倍とい

うかなり高い放射線を浴びないと起こりません。 

・今回はそのような量の放射線の放出は確認されてい

ませんので，ご心配されなくてもよいと思います。 

・もし今後もご気分が悪い状態が続く場合は，風邪な

ど他の病気や治療中の病気の悪化，避難に伴う疲労

等も考えられますので，避難所医師や係員，かかり

つけ医などにご相談ください。 

5 
被ばくしているか検

査を受けたい。 

・体内の被ばくについては，放射性物質を経口や吸入

などに取り込んだ場合が考えられます。 

・被ばくの検査については，専門の検査機器で測定が

必要となりますので，お近くの救護所（サーベイが

できる機関）でご相談ください。 

・内部被ばくは，体内から放射線を浴びるため全ての

放射線，特にα（アルファ）線について考慮する必

要があります。 
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環
境
食
品 

6 

原子力発電所の事故

が発生したと聞きま

した。飲料水や食品

など気をつけること

はありますか。 

・現在，安全確認のため，○○が水道水や大気中の放

射性物質分析を行っています。結果が分かり次第，

随時，テレビ，ラジオ，県ホームページ等でお知ら

せしますので，今後もテレビ等の情報に注意してく

ださい。 

・原子力発電所から 30 ㎞以内に住んでいる方は，安

全が確認されるまでは，念のため，水道水の飲用や

室外の農作物，食品等の飲食は控えてください。 

そ
の
他 

7 

治療中の病気がある

が，病院受診はどう

すればいいですか。 

・○○病院は屋内退避（避難指示）が出ていない地区

です。受診は大丈夫だと思いますが，このような状

況なので，特に身体の状態が良くない場合，薬がな

い場合を除いては，様子を見られた方がいいかもし

れません。また，どうしてもご心配であれば電話で

先生に相談されることをおすすめします。 

・○○病院は屋内退避（避難指示）が出ている地区で

す。現時点では病院の状況がわからないので，特に

身体の状態が良くない場合，薬がない場合を除いて

は，様子を見られた方がいいかもしれません。 

 どうしてもご心配であれば電話で先生に相談され

ることをおすすめします。 

 また，お近くの○○病院等は受診ができるので，一

時的に他の病院に相談される方法もあるかと思い

ます。 

8 

原子力の事故が発生

したと聞きました。

被害はどのような状

況ですか。また，原

子力発電所から５㎞

以内（または 30 ㎞以

内）に住んでますが，

避難が必要でしょう

か。 

・現在，○○が被害状況の確認を行っています。結果

が分かり次第，随時，テレビ，ラジオ，県ホームペ

ージ等でお知らせしますので，今後もテレビ等の情

報に注意してください。 

・屋内退避や避難が必要となった場合は，各市町係員，

消防等から連絡があります。それまでは，テレビ，

ラジオ等の情報に注意してください。 

・避難となった場合は，すぐに避難できるよう準備を

進めておくといいでしょう。 
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そ
の
他

9 

安定ヨウ素剤は，い

つ服用するのです

か。

・安定ヨウ素剤の服用時期は国（原子力災害対策本部）

又は地方公共団体が指示します

10 

原子力発電所の事故

時に飼い犬（猫など）

が外にいたのです

が，大丈夫でしょう

か。

・現在，○○が被害状況の確認を行っています。結果

が分かり次第，随時，テレビ，ラジオ，県ホームペ

ージ等でお知らせしますので，今後もテレビ等の情

報に注意してください。

・なお，被ばくについては，基本的に人も動物も同じ

だと思いますので，安全が確認されるまでは，外に

出さない方がいいでしょう。
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安定ヨウ素剤事前配布時の説明資料 

受取日：平成  年  月  日 

原子力災害用「安定ヨウ素剤」

禁止事項 
・ ヨウ素を含む医薬品を服用した後、じんましん、呼吸困難や血圧低下などの症状を経験さ

れた方、および、ヨウ素アレルギーと診断されたことのある方は、絶対服用しないで下さい。

また、これに該当する方は、速やかに安定ヨウ素剤を返却して下さい。 

・ 第三者に譲り渡さないで下さい。

服用方法 
・ 原子力災害時に国や地方公共団体から指示があった場合にのみ服用して下さい。それ以

外には服用しないで下さい。 

・ 安定ヨウ素剤は、放射性ヨウ素の甲状腺への取り込みを抑制する効果がありますが、それ

以外の放射線防護効果はありませんので、緊急時に避難や屋内退避の指示がある場合に

は、その指示に従い行動して下さい。 

・ 以下の服用量を必ず守って下さい。多く服用しても、防護効果は上がりません。過剰に服用

すると、副作用が発生する可能性が高まります。 

新生児 16.3mgの内服ゼリー剤を１包 

生後１ヶ月以上３歳未満 32.5mgの内服ゼリー剤を１包 

３歳以上１３歳未満 丸剤を１丸 

１３歳以上 丸剤を２丸 

・ 国や地方公共団体から特別な指示がない限り、複数回にわたり服用はしないで下さい。 

・ 服用に当たっては、できる限り、ご家族の方とご一緒に服用ください。万が一、ご自身やご家

族の方が体調に異変（呼吸困難、関節痛、発疹など）を感じた場合には、お近くの医師や医

療機関にご連絡下さい。 

・ 妊娠中や授乳中の方が服用した場合には、かかりつけ医等に相談して下さい。

保管方法 
・ 受け取られた安定ヨウ素剤は、直射日光の当たらない、湿気の少ない場所で保管して下さ

い。温度の高い場所（夏の車中、火元の近くなど）に長時間放置することは避けて下さい。 

・ 場所が覚えやすい薬箱や緊急時に持ち出す防災袋等に入れるなど、緊急時にすぐ取り出

せるよう工夫して下さい。 

※本資料も安定ヨウ素剤とあわせて保管して下さい。

注意 
・ 転出、死亡等により、安定ヨウ素剤が不要となった場合は、薩摩川内市市民福祉部市民健

康課へ返却して下さい。

原子力災害時の対処（メモ欄）  

家族等の連絡先：                         

避難予定地：                            

集合場所等：                            

医療機関の連絡先：                       

【連絡先】 

薩摩川内市市民福祉部市民健康課   ０９９６－２２－８８１１ 

鹿児島県保健福祉部薬務課        ０９９－２８６－２８０４ 
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安定ヨウ素剤緊急配布時の説明資料 

● 原子力
げ ん し り ょ く

災害
さい が い

が進展
しん て ん

した場合
ば あ い

，甲状
こうじょ う

腺
せん

被
ひ

ばくを予防
よ ぼ う

するため

に，安定
あんて い

ヨウ素剤
よ う そ ざ い

を服用
ふ く よ う

していただく場合
ば あ い

があります。 

● このため，今
い ま

から安定
あ ん て い

ヨウ素剤
よ う そ ざ い

を配布
は い ふ

します。

● ただし，安定
あんて い

ヨウ素剤
よ う そ ざ い

の被
ひ

ばく予防
よ ぼ う

効果
こ う か

については，服用
ふ く よ う

の

タイミング
た い み ん ぐ

が非常
ひ じ ょ う

に重要
じゅうよう

です。 

● なお，安定
あんて い

ヨウ素剤
よ う そ ざ い

は，放射性
ほ う し ゃ せ い

ヨウ素
よ う そ

以外
い が い

の放射性
ほ う し ゃ せ い

物質
ぶ っ し つ

に

対
たい

する被
ひ

ばく予防効果
こ う か

はありません。 

● 国
く に

が服用
ふ く よ う

の指示
し じ

を出
だ

すまでは，絶対
ぜ っ た い

に服用
ふ く よ う

しない

でください。 

表面

① ヨウ素
よ う そ

アレルギー
あ れ る ぎ ー

がある方
か た

例
れい

）ヨウ素
よ う そ

過敏症
かび ん し ょ う

があると医師
い し

から言われた
い わ れ た

。 

例
れい

）イソジン
い そ じ ん

などのヨード
よ ー ど

うがい液
えき

を使
つか

って，じんましん， 

息苦
い き ぐ る

しさ，血圧
けつあつ

低下
て い か

などの過敏
か び ん

症状
しょうじょう

（アレルギー
あ れ る ぎ ー

）が出
で

た。 

② 配布
は い ふ

を希望
き ぼ う

しない方
か た

については，配布
は い ふ

しませんので，お申
も う

し出
で

ください。 

配布
は い ふ

する安定
あ ん て い

ヨウ素剤
よ う そ ざ い

は以下
い か

のとおりです。 
１３歳以上 丸剤を２丸 

３歳以上１３歳未満 丸剤を１丸 

生後１ヶ月以上３歳未満 ゼリー剤（32.5mg）を１包 

新生児 ゼリー剤（16.3mg）を１包 

・ 頻度
ひ ん ど

は極
きわ

めて低い
ひ く い

ですが，過敏
かび ん

症状
しょうじょう

（アレルギー
あ れ る ぎ ー

症状
しょうじょう

）が出現
しゅつげん

する可能性
かのうせい

が

ありますので，服用
ふくよう

後
ご

３０分間
３０ふんかん

程度
て い ど

は，体調
たいちょう

の変化
へん か

に気をつけてください。 

・ 裏面
うらめん

の注意
ちゅうい

事項
じ こ う

も，後
のち

ほどよくお読
よ

みください。 
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  【参考】安定ヨウ素剤の予防服用の効果 
    【服用しない場合】     【予防服用した場合】 

裏面【安定ヨウ素剤の服用に係る注意事項】 
○ 服用後，慎重に様子を見ていただきたい方 
 １ ヨード造影剤過敏症がある方 

 ２ 甲状腺の病気（甲状腺機能亢進症，機能低下症）がある方 

 ３ 腎臓の病気や腎機能に障害がある方 

 ４ 先天性筋強直症の方 

 ５ 高カリウム血症の方 

 ６ 低補体血症性じんま疹様血管炎の方 

 ７ 肺結核（カリエス，肋膜炎などを含む）の方 

 ８ ジューリング疱疹状皮膚炎の方 

 ９ 以下のお薬をお使いの方 

  ・ カリウム含有製剤，カリウム貯留性利用剤，エプレレノン 

  ・ リチウム製剤 

  ・ 抗甲状腺薬（チアマゾ-ル，プロピルチオウラシル） 

  ・ ACE 阻害剤，アンゾオテンシンⅡ受容体拮抗剤，アリスキレンフマル酸塩 

○ 妊娠している方 
   原則として安定ヨウ素剤の服用対象です。 

○ 授乳中の方 
   服用後概ね３日程度は授乳を避けてください。 

○ 副作用として報告されている症状 
過敏症 発疹など 

消化器症状 
悪心・嘔吐，胃痛，下痢，口腔・咽頭の灼熱感，金属味覚，歯痛，歯肉痛，

血便（消化管出血）など 

その他の症状 
甲状腺機能低下症，頭痛，息切れ，かぜ症状，不整脈，原因不明の発熱， 

首・咽頭の腫脹など 

○ 安定ヨウ素剤服用に際しての注意点 
 ・ できる限り，ご家族の方とご一緒に服用してください。

 ・ 服用後，３０分程度は，体調の異変に注意してください。 

 ・ 服用したことにより万が一，ご自身やご家族の方が体調に異変（呼吸困難，関節痛，発疹 

など）を感じた場合は，すぐにお近くの医師や医療機関に連絡してください。 

甲状腺 

 放射性ヨウ素 

 安定ヨウ素剤 

○ 安定ヨウ素剤を予防的に服用することで，放射性ヨウ素の甲状腺への取り込みを抑制するこ

とができます。 

○ 放射性ヨウ素が体内に取り込まれる前の 24 時間以内に安定ヨウ素剤を服用すれば 90％以上， 

 取り込まれた後でも８時間以内に服用すれば 40％の抑制効果が期待できます。 

○ なお，安定ヨウ素剤は，放射性ヨウ素以外の放射性物質への被ばく予防効果はありません。 

安定ヨウ素剤の相談等窓口：鹿児島県保健福祉部薬務課 TEL:099-286-2804 
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